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は じめに

前稿 「人類進化 と文化の形成」(人 間学考2,2011年3)に おいて,近 年

の地球科学や考古学,生 物学などによる生物進化および人類進化の成果から,

われわれ現生人類の直接の祖先であるホモ ・サピエ ンス ・サピエ ンスの誕生

をたどり,東 アフリカで生まれた現生人類がアフリカを出て地球全域に拡散

していった姿を学んだ。そ して人類は,音 声シンボルの体系である言語を発

展させ,固 体相互の緊密なコミュニケーションと結合を可能にし,役 割分担

した集団行動によって食料を獲得 し,自 集団を防衛 し,複 雑な社会組織を発

展させたことで,非 力ではありなが ら,こ の地球上に繁栄 してきた。

人間が形成 した文化のなかで,特 に言語は指示する対象を区分し,差 異化

することで世界を区分 し,物 質的自然的世界 とは異なる主観的意味体系 とし

ての 「世界」を構成する。人間,こ の 「世界」の延長に,自 然界には存在 し

ない 「神」のような絶対者,超 越者をも想定し,言 語化し,概 念化してきた。

また外界の 「対象を認識する意識」 とともに,自 分自身をも 「内なる外界」

として対象化 し,自己の欲求や願望を統制しうる「自己意識」をも発達させた。

人間は,こ の諸シンボルの体系によって表象される主観的意味世界,意 識世

界に生きる独特の存在様式を獲得 していったこと等を考察 した。このような

人間と文化の関係について考察するにあたって,前 稿ではドイツのアーノル
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ド・ゲーレンの哲学的人間学から,カ ッシーラーからギアツに至る言語や象

徴 ・シンボルの研究などの,主 として哲学,人 類学の成果によった。

しかし,20世 紀後半から自然科学はさらに驚異的な発展を遂げた。ビッグ

ス粒子の確認による物質誕生に関わる素粒子の世界がよりはっきりと解明さ

れ,こ の宇宙の起源についてもより詳細になってきた。地球の誕生と生物の

進化,さ らにわれわれ現世人類(ホ モ ・サピエンス ・サピエンス)の 誕生の

経緯もより克明に解明されて きている。それ らを推進 した自然人類学,考 古

学,遺 伝学,そ れ らの総合としての社会生物学や進化生物学による人類進化

の研究成果には目を見張るものがある。他方,動 物や人間の身体メカニズム

の生理学的研究 とりわけ神経学や脳科学の進展 と情報科学が,言 語学や心

理学 と結合 して認知科学 という分野が発展 した。そして上記の進化生物学 と

結びついた進化心理学等によって 「脳 と心」の研究が大きく進展し,1990年

代に入ると,神 などの超越者についての観念を含む宗教現象の研究へと進出

している。

このような研究の結果,様 々な宗教文化が人間の 「こころ」,お よびその

基盤 となる 「脳」によって生み出され,社 会集団の維持 ・発展に必要な文化

として形成されてきたと考えるべ きだという主張が生 まれた。本稿では,そ

れらの成果の一部を紹介 し,何 故,人 間は文化を,そ して宗教を持つにいたっ

たのか,そ もそも人間にとって宗教 とは何だったのかを考えていく。そ して,

その成果が宗教研究に突きつけた課題を考えていく。

1.社 会生物学から進化生物学への発展

人類学,考 古学,ま た地球科学などの成果を背景に,生 物の進化,と りわ

けヒ トの進化がなぜ起こったのか,さ らに人間に特有の文化や宗教はどのよ

うな要因によって形成され,い かなる役割を果たしてきたのか という問題に

対す る科学的研究が1970年 代以降急速に進展 してきた。その主要なものが

進化生物学 と認知科学の分野である。まず,進 化生物学の発展 と考え方の概
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要を追う。

生物の進化に関する現代生物学は,19世 紀にチャールズ ・ダーウィンが提

唱した 「地球上の生物は個体の突然変異によって,あ る環境への適応度が高

まった種が,自 然選択(自 然淘汰)1さ れることで進化する」という 「進化論」

が出発点である。その後 ダーウィンの自然選択説を基本にしつつ,集 団遺

伝学,系 統分類学,古 生物学,生 物地理学,生 態学などの成果を取 り入れて

生物の形質の進化を説明することが主流になった。これを総合説またはネオ・

ダーウィニズムと呼ぶ。 ダーウィンの時代は遺伝子もDNAも 発見 されてい

なかったが,こ れらの分子生物学の成果を取 り入れてさらに新しい総合説が

形成され,今 日の進化生物学へ と展開してきた。

この分野内でも見解の対立はあるが,人 間の社会的行動や文化 ・宗教現象

をも,そ の自然科学的理論を適用 して解明で きると主張するのが,「社会生

物学」の提唱者であるハーバー ド大学のエ ドワー ド・ウィルソン(1929～)と,

『利己的な遺伝子』(1976)で 有名 となり,『神は妄想である』(2006)を 上梓

して宗教界に衝撃を与えた英オックスフォー ド大学のリチャー ド・ドーキン

ス(1941年 ～)で ある。またハーバー ド大でのウィルソンの後輩にスティー

ブン・J・グールド(1941～2002年)が いた。グールドは1973年 にハーバー

ド大の比較動物学の教授とな り,70年 代にウィルソンとともに生物進化に関

する研究 と論争,裁 判などに活躍する。しかしグール ドは上記の二人と異な

り,科 学 と宗教が互いの領域に干渉すべ きでない と考え,NOMA(Non-

overlappingmagisteria),「 重複することなき教導権」の概念を提唱した。

1999年 の著書 『千歳の岩(RocksofAges)』(邦 訳 『神と科学は共存できるか?』)

とTheHedgehog,theFox,andtheMagister'sPox(2003)で,こ の概念を発展さ

せた。彼は,科 学は事実と理論を扱い,宗 教 は究極的な意味と道徳的な価値

を扱 うべ きであ り,両 者は棲み分けできるはずだと主張する2。

ここでは論争の中心 となったウィルソンの説を中心に紹介する。ウィルソ

ンは専門のアリなど社会性昆虫の研究のみならず,生 物地理学や社会生物学

など多 くの分野で多 くの業績を残 したが,1975年 の大著 『社会生物学』,お
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よび1978年 の 『人間の本性について』は生物学界に衝撃をもたらし,い わ

ゆる 「社会生物学論争」を引き起こした。ウィルソンは 「社会生物学」を 「あ

らゆる社会行動の生物学的基盤の体系的な研究」と定義 し,1970年 代 までの

個体群生態学,集 団遺伝学,動物行動学の知識を統合 した 「新たな総合」(New

Synthesis)と 位置づけた。そして 「動物の行動を含むあらゆる形質が遺伝子

の突然変異と自然選択(淘 汰)に よって進化 し,複 雑な社会的行動も,生 得

的に,つ まり遺伝的に組み込まれている」 と結論づけた。そ して,社 会性昆

虫の行動を説明するために用いられたこの進化理論を,ヒ トを含めた動物全

体の社会的行動の説明に適用 し,社 会生物学を新たな科学の分野 として成立

させ ようとしたのである。晩年になると,そ の構想はさらに拡大 し,社 会生

物学に社会科学や人文科学の分野をも包摂し,人 間の心,精 神(mind)の 最

深部までをも,そ の射程に入れようとした。つまり,人 間の心や文化の発達

にも生物としての基盤があ り,そ れを 「自然選択による適応」という自然科

学的視点からとらえようとしたのである。

定量化できない心的領域にまで自然選択論を広げた彼の理論は,同 僚の

グールドや ドーキンスからも厳 しい批判を受け,ま た 「人種差別主義者」,「優

生思想」,「ファシス ト」 と罵られ,学 会場に押 しかけた批判者にコップの水

をかけられるという騒ぎさえ起 きたという。しかし,そ うした騒動にもめげ

ず,彼 は社会科学と哲学・倫理学に見 られる 「環境決定論」や 「文化相対主義」

に対して,豊 富な自然科学的データを引用しつつ逐一批判をくわえ,政 治的

攻撃に対してもまじめに学問的に反論 し続けている。

その後,彼 自身の説 も進化を続け,遺 伝学や脳科学の研究成果を更に組み

込みつつ,あ くまで 「自然科学主義」「ナチュラリス ト」 としての立場を堅

持 しつつ,後 の 「心の理論」(TheoryofMind)へ と連結するような 「他の生

物に関心を抱 く,人 間の生得的傾向」 という 『バイオフィリア』(1984年,

邦訳1994年)概 念を提唱した り,遺 伝一文化共進化論 を補強したりと発展

してきた3。 さらに 「新たな総合」に人類学や社会学 と生物学 との統合を強

く主張した 『知の挑戦一科学的知性と文化的知性の統合一』(1998年 。邦訳
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2002年),宗 教 との融合 を意識 したかの ような 『創造』(2006年,邦 訳2010年)

な どを刊行 している。

ウィル ソンは後年,自 分 の研 究 を 「人 間社 会生物学」 であ ると称 したが,

この分野 はのちにハーバー ド大学 の同僚 で人類 学者で もあ った アーヴ ィン ・

デ ヴ ォアや トリヴァース らの教 え子 に当た る レダ ・コス ミデスや ジ ョン ・

トゥー ビー,ミ シガン大学教授で社会生物学の支援者だ った リチ ャー ド ・ア

リグザ ンダー らに よって 「進化心理学」 と称 されるようになった。

2.脳 科学と認知科学の発展

認知科学 も複数の科学研究領域の総合によって生まれた分野である。それ

は人間の脳の研究である 「脳科学」「脳神経学」が大幅に発展 したことと,

コンピューターの発達に見 られる情報科学,情 報処理技術の発達によって,

入工知能研究 と心理学が融合 し,人 間の心や意識がいかにして生 じるのか,

それ らが どのような働 きをしているかを解明しようとする研究分野 というこ

とがで きる。

認知科学 という呼称は,イ ギリスのロンゲット=ヒ ギンズ卿が,1973年 に

刊行された政府の報告書の中で,機 械を用いた知能の研究が人の思考や知覚

の研究に役立つことを提唱して,数 理科学,言 語学,心 理学,生 理学の諸分

野が統合的に関わる学問領域を 「認知科学」(cognitivescience)と 呼んだこ

とに始まる。その後,1970年 代に,心 理学,神 経科学,言 語学,情 報科学の

諸分野をリー ドしていたハーバー ド,MIT,ス タンフォー ド,カ ーネギーメ

ロン,エ ジンバ ラなどの各大学が拠点となって認知科学の営みが世界的に展

開していった(安 西,172-73)。 日本においても認知科学は大きく発展 してお

り,理 学・医学系の安西祐一郎や酒井邦喜,坂 井克之,茂 木`r``郎,下 條信輔,

哲学の信原幸弘ほかによって,脳 と言語,脳 と心の研究が,人 工知能の研究

とともに進展 している。

認知科学による人間の言語や心の研究は,言 語と脳 との関係 を初めて明確
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に提唱したノーム ・チョムスキー(NoamChomsky,1928～)か ら始まる。

しかしその下地は,20世 紀初頭のフェルディナンド・ソシュール(1857～

1913)に よる構造言語学 にあったと言えよう。ソシュールの著作は少な く,

死後に学生達が講義ノー トを整理 して出版 した 『一般言語学講義』(1926)

が知 られる程度である。ソシュールは,そ れまでの言語学が各地の言語の歴

史的研究や系統学的研究(通 時態の研究とソシュールは呼んだ)で あったの

に対 し,諸 言語の規則的な部分(ラ ング)を 共時態として比較研究し,言 語

がある音声 と,そ こに付与された意味とが恣意的に結合した記号(シ ンボル)

の体系であることを明らかにしたことは周知のことである。そして,こ の言

語のシステムとそれによって表現された文化システムが,物 質世界とは独立

した意味世界を形成 し,物 質世界はむ しろ言語体系によって区分され,構 造

化され,意 味づけられていくことを発見 した。

ソシュールの段階では,し かし言語体系の恣意性が強調され,人 間の脳の

働きとは結びつけられていなかった。 しか しその後 ヤコブソンらプラーグ

学派による 「音素」や諸言語に共通な 「文法」の発見を経て,チ ョムスキー

が1957年 に画期的な著作 『文法の構造』(SyntacticStructures)を 著 し,言 語

能力は脳の働 きに依存 し,人 間の認知システムは,進 化によって発達 した本

能であるという言語生得説,普 遍文法論を提唱 して,言 語学 と認知科学に一

大革命を起こしたのである。

チョムスキーの衝撃は大きく,そ の影響下に脳 と言語,脳 と心の科学的研

究が大きく進展 したことはいうまでもない。その詳細 を記す時間も能力 もな

いが,人 間の心 ・精神の働 きは脳の一千億 を超 える細胞 とそれらを結ぶ神経

細胞(ニ ューロン)が 織 りなす活動によって生みだされるものであること,

その核にあるのは言語であり,そ れは①ソシュールの言うように,記 号とし

ての 「音声」(ま たは手話)と,そ れに付与された 「意味」の組み合わせ と

いう 「シンボル」 としての構造を持ち,② 一定の文法規則に従って,音 声な

どの言語要素を並べることで,意 味を表現 し伝達できるシステムであるが,

③ この言語能力,特 に単語を並べる文法規則は,心 の一部 として人間に備わっ
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た生得的な能力である事などが明らかになってきた。つまり心 ・精神は脳の

働 きによる生命現象であ り,脳 が遺伝や発生 ・分化などの生物学的基盤 に支

えられている以上,心 も生物学的現象と考えられるのである。またその心は,

直感や勘 さらに情動のように言語化されない働きも含むが,心 の主要な働

きは言語 と密接に結びついてお り,言 語が知覚対象や意識 記憶を特定し,

概念化して表象するとともに,時 間軸上に,物 事の因果推論を行い,記 憶 し

てい く働 きを司るのである(酒 井,2002:第1章)。

認知科学による宗教現象の科学的説明は,1990年 代に入ると海外において

盛んに行われるようになり,一定の学派が形成されたといえる状況である(藤

井,2012:105)。 特に,ダ ニエル ・デネット,パ スカル ・ボイヤー,ピ シュ

アイネンらは進化生物学や人類学,先 史考古学などの成果をも取 り入れて,

世界に遍在する宗教現象をヒ トが進化の過程で形成 した 「心」の産物であ り,

宗教は超 自然的現象ではなく,人間による「自然現象」として捉える点などで,

方法論や問題意識が共通 している。また,ニ ューバーグやダギリなどの脳科

学,脳 神経学(brainneurology)に よる脳内現象 として神秘体験を解明する

研究 またチ ョムスキーを越えたとされるスティーブン ・ピンカーの言語 ・

心と脳についての研究も極めて興味深いものである。彼 らの代表的著作は邦

訳されており,巻 末にまとめてあるので参照 していただきたい。

3.進 化心理学の誕生 と宗教研究への展開

進化生物学と認知科学の両分野は,新 たな総合を進め,1992年 のコスミダ

スらの著作 『適応 した精神』で 「進化心理学」の成立が告げられ,カ リフォ

ルニア大学サンタバーバ ラ校には 「進化心理学センター」が設立された。デ

ネ ッ トは これを 「社会生物学 と認知心理学 の結婚」 と呼 び(デ ネ ッ ト,

2001:653),ウ ィルソンは 「進化心理学は(自 分が提唱 した)人 間社会生物

学と同一と見なされる」と歓迎 した(ウ ィルソン,2002:185)。 この発展は,

宗教の捉え方,ま た従来の宗教研究に対する大きな挑戦でもある。
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欧米の宗教研究では既に認知科学,進 化心理学の方法を積極的に導入する

動 きが加速 しはじめている。科学的宗教研究を標榜 して1985年 に設立され

た 「北米宗教学会」(NAASR)は,当 初か ら認知科学を説明モデルとして採

用することを提唱していたが,2006年 には 「国際宗教認知科学学会」(IACSR)

が発足 し,そ れまで宗教現象学や宗教史の牙城であった 「国際宗教学宗教史

学会」(IAHR)の2010年 度 トロント大会に参加し,基調講演や多 くの個別セ ッ

ションで研究発表を行った。当のIAHR自 体 もその大会で客観主義的研究

科学的宗教研究の方針を明確化 した。また比較神話学の分野で も,現 世人類

の誕生 と文化的進化を前提 とした 「世界神話学」を,国 際比較神話学会会長

のマイケル ・ヴィツェル ・ハーバー ド大教授等が提唱 している。

日本の宗教研究における認知科学,進 化心理学の導入は始まったばか りで

ある。筆者の知る限り,日 本で最初にこのテーマに取 り組んだのは南山宗教

文化研究所であ り,2005年 度からプロジェク ト 「科学・こころ・宗教」(GlobaI

PerspectiveonScienceandSpiritualityProject)を 開始 し,翌 年のシンポジウ

ムをへて,『科学 ・こころ・宗教』(ス ワンソン,2007)を 公刊 した。カ トリッ

ク教会は,生 命倫理の問題が盛んに論議 された時 もそうであるが,現 代科学

の成果を積極的に吸収する姿勢が見受けられ,そ のような傾向が影響 してい

るのかと思われる。 また星川啓慈,芦 名定道,沖 永宣司 らが,脳 科学 と宗教

についての論議にいち早 く参入 して批判的に取 り組みはじめ(芦 名 ・星川,

2012),井 上順孝が宗教心理学や宗教社会学など従来の科学的宗教研究との

接合を模索 し,新 宗教研究にもそれを応用 しようとしている(井 上順孝,

2012)。 また藤井修平は,そ れ らの学問の全体的動向と宗教研究への可能性

を理論的に探究 し,認 知科学 と進化生物学の理論群は,こ れまで自明の もの

とされていた3つ の断絶(物 質 と精神,動 物 と人問,自 然科学 と人文 ・社会

科学)を 埋めるもの と評価 している(藤 井,2012)。 ただ進化生物学の宗教

研究への応用は,筆 者の不勉強 もあって余 り見当たらず,松 村一男が世界神

話学の方法を用いて日本神話の再構成に,増 澤知子が宗教起源論の再構成に,

それぞれ挑戦 している。宗教学者以外では,長 谷川真理子が動物行動学の領
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域から人間行動 と宗教の関係について挑んでいる4。

4.宗 教とは人間にとって何であるのか 進化心理学による宗教論

社会生物学,進 化生物学,脳 科学,認 知科学,そ して進化心理学へ と発達

してきた人間の研究において,宗 教はどのように捉えられるのか,主 要な研

究者とその主張を紹介する。

①エ ドワー ド・ウィルソン

社会生物学,広 くは生物の進化における重要な焦点の1つ は,様 々な動物

に見 られる 「利他的行動」の問題であった。「働 きアリ」や 「働きバチ」の

ように自身を犠牲にして女王に仕えるような行動が何故起こるのか,と いう

謎である。機械的な自然選択論では,自 分自身という個体の繁栄,増 殖をめ

ざす利己的行動の強いものが生 き残る確率が高いはずである。それを説明す

るのに同時代の生物学者ハ ミル トンは 「血縁選択説」を提唱 し,自 己犠牲的

な行動を取る一部の個体によって,同 じ血縁の集団全体が繁栄するなら,利

他的行動をとった個体の遺伝子 も同集団内で増えることになり,利 己的行動

の変種 と考えた。ウィルソンもその説を取 り入れ,そ れを 「集団選択説」へ

と発展させた。ある集団,群 れが特定の環境下での生存競争に打ち克って繁

栄するか どうかは,そ の集団内に自己犠牲を払ってまで集団の維持 ・増殖に

献身する個体の数の多 さによると考えるのである。

長足な進化を遂げ 巨大な脳 を発達 させた人間においても,利 己的行動 と

利他的行動が観察できるが,人 間の場合は単純な遺伝子 レベルでの本能の発

現ではない。ウィルソンは遺伝子一脳一学習機能一文化 を連携 させ る概念群

から考える必要を唱え,ま ず血縁選択に基づ く遺伝的な利他的行動を 「芯の

堅い」利他主義(hard-corealtruism)と,血 縁関係のない人々への互恵的な

行為 も多 く見 られる人間の利他的行動を 「真の柔 らかい」利他主義(softcore

altruism)と を区分する(ウ ィルソン,1997,原 著,1978:284-290)。 人間の
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利他的行動 も,ご く近縁な血縁者に対 してなされる場合は 「芯の堅い」利他

主義が働 くが,わ れわれの多 くの利他的行動は本質的に 「芯の柔 らかい」タ

イプの行動である。人間の利他的行動には道徳心や弱者への共感 罪の意識

欺隔,両 面感情などが媒介 となる。それは脳の発達によって文化的能力,す

なわち言語や学習能力の発達,そ れによる価値や道徳感情,倫 理や宗教を生

みだして,自 己の行動を対象化 し,規 制する能力が発達 したためであると考

えるのである。

道徳や宗教 という人間の精神生活の起源をも,こ うした生物学的基盤から

解明しようとする。『人間の本性』(同前)第8章 では,宗 教学や人類学,社

会学の宗教研究の成果をも渉猟 しなが ら,宗 教について詳細に論 じている。

信仰を持 とうとする傾向は,人 間の心の中の最 も複雑で強力な力であって,

それは人間の本性(nature)の 一部であるが故に,宗 教行為は普遍的な社会

行動の一つである。ウィルソンが捉える宗教は,信 仰を中心としたものばか

りでなく,宗 教学者アントニー ・ウォーレスの見解をひきつつ,ネ アンデル

タール人の死者埋葬から今 日まで,10万 を超える多様で多数の宗教を人類は

生みだしたとし,神 話を中心に構築された信仰のみでなく,呪 術や各種の儀

礼,踊 り,音 楽,魔 女狩 り,そ して社会主義崇拝など現代の世俗的宗教行動

を念頭に置いている。そして社会学者デュルケームが指摘した,宗 教行為は

集団を神聖化するものであ り,社 会の核 となって結合させる機能を重視する。

その構成要素にはインセス トタブーなどの各種タブー,対 象を聖 ・俗に二分

する傾向,帰 属集団への愛着,階 層的な順位システム,カ リスマ,指 導者崇拝,

物事を記念しようとする傾向などが共通してみられ,す べてが社会集団の範

囲を限定し,そ の集団を神聖化し,集 団内のメンバーを絶対的な忠誠心で団

結させる働きである(同,325)。 つまり集団選択説で解明できる傾向が,宗

教にも色濃 く見られるのである。

しかし,宗 教的行為は遺伝子の影響を極めて遠回しにしか受けない,文 化

的進化の産物であることが強調され,こ れらの宗教現象の深層を,も っとも

表層の 「聖職者による選択」,信 者達の情熱に強 く訴える 「生態学的選択⊥
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それらを生理的に誘導する 「遺伝的選択」という自然選択の3段 階に区分し

て説明する(同,323-27)。 この説明はわかりにくいが,後 年の 『挑戦』(ウ ィ

ルソン,2002,原 著,1998)で は,遺 伝子の持つ 「後生則」(エ ピジェネティッ

ク・ルール。後成規則 とも訳す)に 基づいて文化が進化するという 「遺伝子=

文化共進化」論によって説明される。人間の進化でチンパンジーなどとも大

きく異なる点は,進 化の構成する環境の大部分が文化的であることである。

つまり人間行動が文化を生み出すが,ま た文化が人問行動を生み出し,か つ

規制 したり正当化 した りする。このような文化は人間特有のものであ り,環

境 としての文化が遺伝子 と相互依存 しつつ進化 してい く。その際,「後生則

と呼ばれる精神発達の遺伝的原則が,文 化進化をある方向に偏向させ」てい

く(同,202)。 つまり遺伝子は,文化的表現形態の幅を規定し(こ れが後生則),

実際にどのような文化形態を生むかは環境との相互作用によって決まって く

る。遺伝子に基づ く後生則の複合体が,あ る慣習を考案 した り採用 した りす

る素因をつ くり,そ の影響を受けた行動が多数の社会で収敏的に進化 してい

くという。こうした慣習一文化によって進化 し,後 生則によって偏向した慣

習一文化が文化的普遍性 と呼ばれる(同,204-5)。 要するに,高 度の発達 し

た宗教 にせよ,そ うでない宗教行為 にせよ,人 類の宗教は多様に見えるが,

その形態や機能には類似性がみられ,そ の要因は遺伝子による一定の幅を持

つ生物学的規制と環境との双方による規制の下で,聖 職者,広 くは信仰者が

選択する文化的形態のバラツキによるものであるということになろう。

②リチャー ド・ドーキンス

「遺伝子一文化共進化」論を最初に提唱したのは,ド ーキンスである。 ドー

キンスはウィルソンと同様の研究をしているが,両 者は重要な点で見解が異

なる。『社会生物学』と同時期に発刊 された 『利己的遺伝子』(1976)で,ド ー

キンスはDNA-RNA遺 伝子構造の研究成果か ら,突 然変異を起 こし,自 然選

択される単位は 「個体」ではなくて 「遺伝子」であると強調する。遺伝子に

は自己を複製していこうとする強い傾向があ り,そ うした無数の 「自己複製
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子」を生みだす本能を象徴的に表現するために,そ れを 「利己的」遣伝子 と

名付けた。個体は,従 って単なる遺伝子の入れ物であって,自 然選択の単位

ではないと,血 縁選択 ・個体選択説や集団選択説を採るウィルソンを否定す

る。

他方,類 人猿と分かれた後の人類史で,進 化の速度が急激に速 くなるのは

「文化」を獲得 したか らであるという説 も,ド ーキンスが強調 していた。そ

して,生 物学的進化の基礎となる 「遺伝子」と異なる文化の自己複製子なる

ものを 「ミーム」 と呼Z/`,文 化進化はミームの自己増殖,変 異,適 応,拡 張

によると考え,あ くまで生物学的基盤か ら説明 しようとするウィルソンと対

立する。

そ して宗教そのものに対 しても,2001年 の同時多発テロを契機にドーキン

スは無神論者宣言をして決別 し,『神は妄想である』 『悪魔に仕える牧師』を

著す。他方,ウ ィルソンは自分の立場を 「暫定的な理神論」と説明し,信 仰

や宗教的儀式は進化の産物ではあるが 宗教を拒絶 した り破棄 したりすべ き

ではな く,人 間の本性をより理解するために科学によってさらに調査される

べ きだと考えている。近年の著書 『創造』では,科 学者は宗教指導者に 「友

人として手をさしのべる」 こと,同 盟関係を構築すべきこと,「科学と宗教

は世界で最も強力な力で,生 物を救 うために力を合わせるべ きだ」 と主張 し

ている。

③ニューバーグ,ダ キリ,ロ ーズ 『脳はいかにしてく神 〉を見るか』(2003,

原著2001)

人間の脳の構造の研究に加え,各 部位の状態をCTSCANやMRI装 置で画

像化する技術は一般的になったが,さ らにPETやfMRI,SPECT等 のハイテ

ク技術のさらなる発達によって,瞬 間瞬間の脳の動 きを電子的に把握するこ

とも可能になっている。ニューバーグたちは,こ うした最先端の脳科学の技

術 を活用して,宗 教体験や神秘体験 を明らかにしようと取 り組んできた。本

書では,SPECT(単 光子放出断層撮影法)と いう最新式の装置を使って,瞑
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想に入る被験者の血流の分布を画像化 し,瞑 想のピーク時に彼の脳がどんな

働 きをしているかを解析している。

集積 されたデータか ら,彼 らは 「方向定位連合野」 と名付けた上頭頂葉後

部の活動が,感 覚入力が遮断されることによって特別なモー ドに入 り,そ れ

が宗教的神秘体験のリアリティを支えていると推測する。 さらに,多 くの被

験者が語る神秘体験には,自 分 より大 きなものに没入するという共通点があ

るが,こ のような変性意識状態は単なる錯覚でも強す ぎる願望が生んだ幻覚

で もなく,観 察可能な一連の神経学的過程 と関係 していること,ま た変性意

識状態は,普 段の状態 と明らかに異なっているものの,脳 の正常な機能の範

囲内にあるらしいことを突き止めた。こうして彼 らは,「神秘体験は,科 学

的に解明できるリアルな生物学的過程である」「宗教的な神秘体験は,そ の

最 も深い部分において,ヒ トの生物学的構造と密接に関係している」と主張

している(同,20-21)。

脳の構造,特 に大脳皮質の各部位の機能を調べ,視 覚連合野が視覚イメー

ジを伴う神秘体験の際にも大 きな役割を演じていることや,方 向定位連合野,

注意連合野,言 語概念連合野などが宗教体験の内容を形成する上で機能して

いることを明らかにした。その上で重要な指摘 として,ヒ トの脳が進化 して

高度な認知力 をもった結果,そ れ自身の存在を知覚するようになり,ヒ トは

自分 自身の脳が生み出す知覚について自ら考察する能力を獲得 した。ヒトは,

鋭い観察力を備 えた独立の自己が存在するように考え,そ れを,情 動や感覚

や認知作用などとひとまとめにして 「心」と理解するようになったという。

つまり脳が心を生み出したのである(同,53-55)。

そのほか興味深い指摘は多々あるが,神 話や宗教的儀礼の形成にも脳の働

きが深 く関与 していることを説明し,宗 教的体験全体が脳の神経活動によっ

て起こり,生 物学的に基礎づけられる脳内現象であると主張する。宗教的体

1そ れ自体は人間が体験するものであるから,脳 などの身体的機能が動 くこ

とは当然であ り,だ からと言って超越的存在そのものが否定されることには

ならないなど,こ の種の研究にも問題点はあるが,現 代科学の成果として無
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視 し得ないものがある。

④ニコラス ・ウェイ ド 『宗教 を生み出す本能一進化論から見たヒ トと信仰』

(2011,原 著2010)

英国の科学ジャーナリス トである筆者が,宗 教はどう進化 し,な ぜ存続 し

ているのかなどの人間の宗教行動を近年の進化生物学の成果をもとに大胆か

つ分かりやすく論じた傑作である。その要旨は,宗 教行動は人問の本能に根

ざし,人 類の進化に重要な役割を果たした。宗教を実践する集団は生存上有

利だったため,宗 教行動は少な くとも5万 年前,お そらくはもっと早い時期

に私たちの神経回路に書き込まれた。宗教行動は共通の価値 と感情を伝える

システムであり,このシステムを効果的にする遺伝的変異は,自 然淘汰によっ

て強化されてきた。その淘汰(選 択)は 個人淘汰だけでな く,集 団淘汰とし

ても働 くとして,ウ ィルソンの説に依拠 している。

宗教の定義:宗 教 とは,感 情に働 きかけ,人 々を結束させる信念 と実践の

システム。そのなかで,社 会は祈 りと供犠によって超自然的存在 と暗黙の交

渉をし,指 示を受ける。神の懲罰を恐れる人々はその指示に従い,自 己の利

益より全体の利益 を重んじる(同,18)。

宗教は人間の創造力の最高の現れという見方 も出来る。音楽は脳の聴覚を

司る部分に訴える。詩は言語能力,舞踏はリズムと運動,芸術は視覚に訴える。

宗教はこれらすべての部分を刺激することによって,人 の心に生 じうるもっ

とも深い感情を呼び起こし,自 分の利益ではなく,よ り価値のある,社 会や

文化や文明の健全な存続に目を向けさせる(同,324)。

古典的な宗教研究の成果 も丹念に追い,宗 教の原始形態を音楽 と舞踏 ト

ランスに見出し,そ れらが組織化 ・制度化されて宗教に変容 していった過程

をたどる。集団を結束 させ,個 人の利益 より集団の利益を優先 させるのが宗

教行動の原型であ り,そ れが強い集団が集団淘汰の中で生きのびてきた。ま

た宗教が国家権力と結びつき,戦 闘や戦争で兵士や国民を鼓舞 し,敵 を悪魔

と見なして徹底的に殺繊 した歴史 も,集 団淘汰を可能にするための宗教の機
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能だ。そういう宗教を生み出した集団,民 族が生 き残ってきたという。

著者は,一 神教の成立に関する最近の研究をも実によく網羅 し,以 下のよ

うな大胆な新説も紹介 している。モーセ五書にでてくるヨシュアによるカナ

ンの征服も出エジプ トも実際はなかった,ま たモーセも後に創作された人物

である。ダビデ王の治世やソロモンの神殿建設なども考古学的証拠はない。

紀元前622年 の神殿修理の時に 「申命記」が発見されたとなっているが,実

はこの頃にモーセ五書が作成された。それはアッシリアに滅ぼされたかつて

のイスラエル王国をユダ王国に併合するため,そ れを正当化する政治的宗教

的文書 として作成 されたのだ(同,173)。 イエスは実在 したが,改 革 しよう

とした正統派ユダヤ教徒の一人に過ぎない。キリス ト教は,弟 子たちがユダ

ヤ教 と古代ローマ世界 に広がっていた秘教を巧みに融合させて作った もの。

イスラムの開祖ムハ ンマ ドの生涯については,な ぜか歴史的な証拠が不足 し

ている。ムハンマ ドの実在そのものを疑う学者 もいる(同,318),等 々である。

⑤ジェシー ・ベ リング 『人はなぜ神を信 じるのか一信仰する本能』(2012,

原著2011)

アメリカの認知心理学,発 達心理学の研究者で,ア ーカンソー大学で実験

心理学教授 北アイルランドのクイーンズ大学の認知文化の教授を経て,現

在はコラムニス トとして活躍している。

人は,な ぜ神がいると思うのか?な ぜ神の心が気になるのか?な ぜ私の行

為を見ている存在者がいるように感じるのか?な ぜ生には目的があると思う

のか?な ぜ偶然の出来事に意味を見いだ して しまうのか?な ぜ死後も心が残

るように思えるのか?そ して,な ぜ宗教はあるのか?

これらの問いに,ベ リングは 「心の理論」(theoryofmind)の 観点か ら答

えてい く。「心の理論」 とは,他 者の心 の状態(意 図,欲 求,願 望,目 的,

知識 思考,推 測,信 念,感 情)を 読み取る能力のことであ り,他 者に共感

や感情移入をした り,他 者の視点に立ってものを考えた りする上で基礎 とな

る能力である。この 「心の理論」は,1970年 代後半にアメリカの心理学者プ
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レマックがヒト以外の動物(実 験ではチンパ ンジー)に もそれはあるか否か

を実験 した際に用いた表現であり,その後広 く使われるようになった(263-4)。

結論として,ヒ ト以外の動物には,こ うした能力は見 られず,近 縁のチンパ

ンジーさえも欠落している。ヒトの場合 も4歳 以降に出現し,自 閉症の人で

はこの能力が十分に発達しない。ヒトだけに「心の理論」があるということは,

チンパンジーと分かれて以来の600万 年間に獲得 されてきた能力であると言

うことができる。

その進化の過程で,心 の理論 と言語 の爆発的な共進化が進展 した(同,

218,238)。 その結果,ヒ トの どの文化や社会にも,宗 教,神 や霊,あ るい

はそれらに類する超自然的行為者がいる。それはヒトにしか見 られない大 き

な特徴の一つである。ペタツォーこの1950年 代の研究によれば,中心的な神々

は個々の人間について一その心や魂について一何でも知っていると考えられ

ていること。多 くの人間は,自 分がたとえ他の人間に知られていな くても,

常に何 らかの 「他者」によって行為を監視されているように思っている(同,

389)。 この他者か ら監視されているという意識が,暴 発的な生殖本能や攻撃

性を抑制し,他 の動物が持ち得ない巨大で複雑な社会集団を維持発展させる

上で不可欠な道徳性(自 分の利己的な利益 よりも集団の欲求を優先させるこ

と),他 の人間との協調性をうみだしたのである。

このような 「他者 としての神」を産んだのは 「心の理論」であ り(同,

238),こ れらの超自然的行為者 とは,実 は 「心の理論」によってもたらされ

た(進 化論的な意味での)「適応的錯覚」であると,ベ リングは主張する(同,

264)o

おわりに 人間学としての宗教学

進化生物学や認知科学の急速な発展を改めて整理 してみると,宗 教の科学

的解明にまで挑んでいることが分かる。この現代科学に徹 した宗教研究は,

宗教体験や宗教現象を還元不可能な独自の現象であるという前提のもとに進
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めてきた従来の宗教研究に対する大 きな挑戦であると痛感する。これらの成

果か ら,現 段階で言えることは以下の通 りである。

(1)宗 教は,近 代主義者が重視 した 「信念」や 「信仰」が核になって構成

されているのではな く,音 楽や踊 り,儀 礼など,音 響や身体的運動を伴った

人間の集団的運動である。宗教は過酷な環境を生き延びて,繁 栄するために,

現生人類(ホ モ ・サピエンス)の 祖先が獲得していった,集 団淘汰のための

適応戦略の産物である。つまり宗教は,他者,自 然 宇宙を人格化 し,その 「意

図」を読み取ることで,道 徳的行為を促 し,集団を結束させて,危 険を回避し,

集団で生きるために獲得 した能力の産物である。それはベリングが主張する

「心の理論」に基づ く 「適応的錯覚」の産物である可能性が高い。またニュー

バーグたちの主張するように,宗 教体験 ・神秘体験 も脳内現象 として自然科

学的にますます観察可能となるであろう。

(2)宗 教は近代 自然科学が発達する以前に,人 間が発達させた希有壮大な

想像力,空 想力,創 造力の産物であり,人 間文化の重要な一部である。ゆえ

に宗教現象は遍在する人間文化の多様さに則 しつつ,多 様ではあるが普遍的

現象 として観察 される。 しかし,そ れはあくまで人間文化の一部であ り,宗

教現象それ自体の固有性 とか,普 遍性の根拠 にはならず,宗 教の特権的地位

を主張するのは誤 りとなる。また,宗 教理念や宗教的信念の中には,自 然科

学の発達によって解明された実証的知見と相いれない宇宙論,地 球や世界に

ついての観念 人間が他の動物や生物より優れているという発想,ま た特定

の民族や人種 集団が他に優越するという観念が未だに見受けられる。これ

らの根拠のない発想や観念は廃棄されるべ きであろう。

もちろん,自 然科学の方法では超越的存在や絶対他者は,存 在 したとして

もその直接的証明は不可能である。もし,そ れらが人間の世界に何 らかの影

響や刺激を与えるなら,何 らかの自然現象としての痕跡を残すはずであ り,

それを手掛か りに遡及 して,存 在を科学的に証明することも可能となるかも

しれない。 しか し現段階では,そ のような痕跡はなく,し たがって,超 越者

や絶対他者の存在は人間の想像力の産物 と考えざるを得ない。もっとも,そ
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れらの存在や力を信 じることは自由であるし,信 じることで慈悲や勇気を得

ることは意味あることでもある。そのような宗教は今後 も存在意義をもち,

存続するとも考えられる。

(3)宗 教学や宗教研究に突き付けてくる課題は何であろうか。新 しい地平,

分野が開けて くる可能性はあるのだろうか。その一つは,宗 教の起源に関す

る理論の再検討であろう。かつてスペ ンサー,ヒ ューム,タ イラー らの素朴

な進化論的起源論 ヴント,オ ットー らの心理的起源論が論 じられた時代が

あった。その後,そ れ らの諸理論の歴史的実証が困難であったことか ら,そ

れに代わったデュルケーム,マ ルクス,ウ ェーバーらの社会学的起源論が展

開した。しかし,本稿で述べたような進化生物学,認 知科学の成果に基づいた,

新 しい人間学的起源論を再構成することができるのではないかと考える。

2001年 に人間の全遺伝子構造を解析するヒ トゲノム計画の第一段階が完了

し,多 くの成果が もたらされた。ある特定遺伝子上にダーウィン流自然選択

(淘汰)の 統計学的指紋,つ まり痕跡をさがす技術 も画期的に進歩し,心 的

機能に影響を与える発話 ・言語障害を生 じさせる遺伝子が自然選択によって

形成された過程が明らかになったという。ピンカーによれば,この延長に 「心

は自然淘汰された複数の演算器官か らなる系である」という彼の理論も実験

的に検証することが可能になるか もしれないという。 また ヒトの遺伝子は

1万 年前までの長い狩猟採集生活時代に大 きく変化 したが,そ の後の農耕生

活時代にも変化 した痕跡が確認されている。つまりヒ トの心のメカニズムに

も影響 を及ぼす遺伝子 などの生物的基盤が変化し続けている可能性 もある

(ピンカー,2009:上22-24)。 とすれば,宗 教心や宗教体験のあ り方にも影

響を与えている可能性もあり,か の枢軸の時代に巨大な一神教が生まれたの

も生物学的適応の結果か もしれず,そ の遺伝子上の痕跡も発見できるかもし

れない。このように宗教の誕生や宗教体験などの生物学的,ま たは人間学的

基盤を明らかにすることは,人 間が宗教の無用の栓桔,極 端な選民思想や排

他主義 独善主義 狂信や盲信から解放される,ま たは超えてい く新たな地

平が開け,多 様な中に人々に生きる勇気と希望,智 慧を提供 して,自 然 ・宇
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宙 と共栄させる宗教的世界を生みだす可能性 もある。進化心理学の理論は,

単なる遺伝子決定論 生物学決定論ではなく,「文化」を生み出し,「こころ」

を手に入れた人間が,そ の生物学的制約を超 える能力をも見ているからであ

る(ウ ィルソン,1997:24.ド ーキンス,2006:311)。

ウェイ ドによると,わ れわれ現世人類の祖先は,ほ んの5万 年前に,一 説

ではたった一回アフリカを旅立った150人 ほどの集団が,地 球上のすべての

土地に拡散し,繁 栄 したと考えられるという(ウ ェイ ド,2007:22)。 地球が

誕生 してか らの45億 年を1年 間に例えると,ヒ トがチ ンパ ンジーたちと分

かれた700万 年前は12月31日 の午前8時 半ごろとなる。そしてホモ ・サピ

エ ンスがアフリカを出た5万 年前は除夜の鐘の鳴る直前となる。つまりわれ

われ人類は,長 い遙かな進化の果ての最後の一瞬に,飛 躍的に進化し,世 界

に繁茂 し,巨 大で豊かな文明を築いた,宇 宙に比類のない存在 なのである。

そう考えると,私 たちの百年ほどの人生は一瞬の光芒にしかすぎない。 しか

し,一 瞬の生であるからこそ,大 切に,光 り輝 く人生にしていきたいと願う。

そして世界の人類が150人 から始まったのなら,人 類は本当に皆兄弟である。

人種や民族 宗教の違いなどで,い がみ合って生 きていくべ きではないであ

ろう。

〔註〕

1)こ の用語の原語は,naturalselectionで あ り,従来は自然淘汰と訳されることが多かっ

たが,近 年は自然選択と訳 しているのが主流のようである。本編でも,主 として自

然選択とする。

2)1999年 に米国科学アカデミーは同様の態度を取っている。

3)バ イオフィリオとは,人 間の内的身体的な傾向であり,入 間の本能に根 ざした精

神の最深部に潜む傾向が自然選択による適応の過程で刻み込まれる心的 ・身体的傾

向である。その一例として多 くの民族に見られる 「蛇恐怖症」があげられる。訳者

解説では,こ の概念の発想は,人 々と場所あるいは環境 との問の,情 緒的な結びつ

きを指 した 「トポフィリア」から来ているのではないかと考察されている。厳密な
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数学的概念ではなく,類 似(ア ナロジー)と 隠喩(メ タファー)で あるが,こ のよ

うなバイオフィリア概念がもつ重要性は否定できない。

4)2013年 度 日本宗教学会(國 學院大學)に おける公開講演。
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